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平
成
二
十
四
年
「
壬
辰
」
、
神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
六
百

七
十
二
年
の
新
年
を
迎
え
た
。

新
年
の
時
を
告
げ
る
本
殿
の
大
太
鼓
が
境
内
に
響
き
渡
り
、
同

時
に
神
門
が
開
か
れ
る
と
、
初
詣
の
人
の
波
は
瞬
く
間
に
拝
殿
前

に
広
が
り
、
柏
手
を
打
ち
、
両
手
を
合
わ
せ
、
新
し
い
年
に
祈
る

人
々
の
熱
気
で
境
内
は
満

ち
溢
れ
た
。

大
晦
日
は
、
午
後
十
一

時
頃
よ
り
雨
模
様
と
な
る

が
開
門
前
の
時
点
で
初
詣

の
人
々
の
列
は
表
参
道
を

越
え
、
そ
の
列
は
社
務
所

前
ま
で
繋
が
っ
た
。

元
日
、
午
前
九
時
よ
り

・
一
高
向
宮
司
以
下
神
職
奉
仕

一
麿
と
本
殿
に
て
元
旦
祭
、

]
又
雨
の
為
、
高
宮
新
年
祭

も
併
せ
て
斎
行
さ
れ
皇
室

近
年
最
多
の
参
拝
者
数
と
な
る
S

傘
宗
像
・国騒血●
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豊栄舞奉奏(15 日）
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午前 11 時30分～
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11 日建国祭

午前11 時～

我
々
日
本
人
に
は
、
生
を
受
け

命
を
終
え
る
ま
で
に
、
節
目
節

目
に
お
い
て
様
々
な
人
生
儀
礼

が
あ
る
▼
そ
の
儀
礼
の
中
で
お

祝
い
で
は
な
く
、
慎
む
時
期
が

誰
し
も
が
迎
え
る
厄
年
で
あ
る
。
こ
の
厄
年

に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
▼

―
つ
は
古
代
中
国
か
ら
伝
来
し
て
日
本
独
自

の
発
展
を
遂
げ
た
陰
陽
道
に
起
因
す
る
「
厄

年
」
。
も
う
―
つ
は
＿
定
の
年
齢
に
達
し
た
も

の
が
神
社
仏
閣
に
て
奉
仕
す
る
「
役
」
を
担
い
、

神
事
に
参
加
す
る
た
め
に
心
身
の
清
浄
を
保

ち
お
勤
め
す
る
「
役
年
」
で
あ
る
。
後
者
は
全

国
地
方
地
方
に
て
呼
び
名
が
違
い
、
山
口
地

方
で
は
現
在
神
様
に
お
仕
え
す
る
年
と
し
て

「
神
役
」
と
呼
ば
れ
氏
子
が
奉
仕
を
行
っ
て
い

る
。
も
と
も
と
は
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
（
厄

年
）
者
が
つ
と
め
る
役
で
あ
っ
た
が
、
昨
今
の

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
・
過
疎
化
等
の
社
会

状
況
の
変
貌
に
伴
い
、
集
落
の
中
か
ら
厄
年

に
関
係
な
く
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
▼

そ
の
よ
う
な
厄
年
で
あ
る
が
、
現
在
は
一
般

的
な
概
念
と
し
て
「
恐
れ
」
「
災
い
」
「
事
故
」
等

マ
イ
ナ
ス
的
に
捉
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か

に
そ
の
よ
う
な
部
分
も
考
え
ら
れ
な
く
な
い

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
先
人
か
ら
伝
わ
る
こ

の
年
廻
り
に
は
、
長
い
人
生
の
中
で
一
度
立

ち
止
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
と
こ
れ
か

ら
迎
え
る
未
来
へ
の
飛
躍
の
為
の
準
備
期
間

と
も
考
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
▼
た
だ
こ

の
年
廻
り
を
悲
観
的
な
日
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
常
日
頃
の
無
事
を
素
直
に
神
様
・
御

先
祖
様
に
感
謝
し
前
向
き
に
過
ご
す
年
廻
り

が
こ
の
厄
年
の
本
義
で
あ
ろ
う
。
（
中
）
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祭
が
恒
例
に
よ
り
斎
一
渋
滞
が
続
き
当
大
社
に
着
く
ま
で
二
威
い
を
受
け
ら
れ
る
車
両
、
特
に

行
さ
れ
た
。
丁
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
模
様
一
四
日
の
月
曜
日
以
降
は
、
企
業
の

新
年
三
箇
日
は
、
二c
あ
る
。
：
社
用
車
両
の
お
祓
い
で
第
一
駐
車

昨
年
の
厳
寒
の
嵐
の
一
太
鼓
が
新
年
の
時
を
鳴
ら
し
た
こ
場
は
多
く
の
車
両
で
混
雑
し
た
。

よ
う
な
正
月
に
比
べ
、
二
り
と
同
時
に
本
殿
で
は
、
今
年
の
一9

宗
像
大
神
の
御
降
臨
の
地
と
さ

寒
く
曇
り
が
ち
な
が
一
番
祈
願
と
し
て
例
年
通
り
唐
池
恒
[
れ
る
高
宮
祭
場
は
ヽ
近
年
の
パ
ワ

l

ら
穏
や
か
な
天
候
と
ニ
一
社
長
参
列
の
下
、
九
州
旅
客
鉄
道
二
人
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
影
響
も
有
り

な
り
、
昨
年
よ
り
多
一
（
株
）
の
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一
多
く
の
方
が
お
参
り
さ
れ
、
沖
津

巴
＜
の
人
出
で
境
内
は
二
引
続
き
、
宗
像
青
年
会
議
所
の
祈
二
呂
の
御
分
霊
を
祀
る
第
二
宮
、
中

1
一
の
弥
栄
、
国
家
の
安
泰
、
氏
子
崇
一
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
そ
の
賑
わ
う
境
一
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一
津
宮
の
御
分
霊
を
祀
る
第
三
宮
も

苛
一
敬
者
の
ご
多
幸
が
祈
念
さ
れ
た
。
こ
臼
に
流
れ
る
「
春
の
海
」
の
調
べ
も
、
一
本
殿
で
の
祈
願
祭
は
仕
事
始
め

□併
せ
て
多
く
の
人
々
が
参
拝
し
賑

祠
新
年
祭
は
二
日
、
三
日
も
斎
行
二
徳
や
か
な
天
候
に
合
い
新
年
の
清
々
丁
と
な
っ
た
四
日
以
降
か
ら
企
業
・
一
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

物
さ
れ
、
三
日
に
は
宗
像
護
国
神
社
了
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
二
団
体
の
参
拝
で
大
変
混
雑
し
、
儀
i
成
人
の
日
、
宗
像
市
で
は
八
日
t

便郵
で
新
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一
連
休
の
七
日
ー
九
日
は
気
温
も
二
式
殿
に
お
い
て
も
新
年
の
家
内
安
ご
」
式
典
が
行
わ
れ
、
当
日
境
内
は

種三
沖
津
宮
、
中
津
宮
で
も
同
じ
く
丁
十
一
度
位
と
な
り
、
時
々
晴
れ
間
一
全
、
厄
年
等
の
祈
願
祭
で
三
箇
日
、
こ
振
り
袖
姿
の
成
人
者
で
華
や
い
だ

ぽ号
新
年
祭
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
中
：
も
広
が
っ
た
。
こ
の
天
候
が
多
く
の
：
そ
し
て
週
末
の
連
休
に
も
多
く
の
二
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
前
日
の
七

1
2
津
宮
で
は
三
日
、
元
始
祭
に
併
せ
一
人
出
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
二
月
々
が
ご
祈
願
に
訪
れ
た
。
祈
願
ご
目
に
は
、
ヤ
マ
ザ
キ
製
パ
ン
（
株
）
．

6
 
第
宗
像
漁
協
大
島
支
所
の
大
漁
祈
願
：
る
。
し
か
し
、
周
辺
の
道
路
で
は
大
ご
殿
で
は
、
新
年
の
交
通
安
全
の
お
ご
福
岡
工
場
三
十
六
名
の
成
人
祭
が
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当
社
祈
願
殿
に
て
行
わ
れ
、
玉
串
：
く
じ
の
各
社
頭
に
巫
女
・
巫
女
見

を
捧
げ
成
人
を
奉
告
し
、
こ
れ
か
二
習
約
八
十
名
が
配
置
に
つ
き
応
対
。

ら
の
活
躍
・
健
康
を
祈
念
し
て
い
丁
お
神
酒
授
与
所
で
は
地
元
総
代
・

た
。
当
大
社
で
は
、
例
年
十
五
日
こ
血
力
会
の
奉
仕
に
よ
り
甘
酒
が
振

に
宮
司
以
下
神
職
奉
仕
の
も
と
本
：
る
舞
わ
れ
好
評
で
あ
っ
た
。

殿
に
て
成
人
祭
を
斎
行
し
て
い
る
。
一
御
手
洗
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

正
月
の
授
与
所
体
制
は
、
本
殿
二
老
朽
化
、
便
器
数
等
で
参
拝
者
の

一
祈
願
殿
の
お
守
り
授
与
所
や
福
み
二
月
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

1
罰
凸

^
[
`
[
汀
日

ヽ
ー
／
行
列
も
無
く
ご
利
用
頂

h” 

f

/
M
/
 

糾
、
／
け
た
。

っ
そ
い
正
月
警
備
に
は
、
本

ジ
ー
、
応
年
も
雑
踏
警
備
に
宗
像

£
r

t
母
市
消
防
団
、
ふ
く
ろ
う

部
隊
、
宗
像
警
察
署
の

皆
様
に
は
境
内
全
体
の

警
備
を
し
て
頂
き
、
大

き
な
問
題
も
な
く
滞
る

事
無
く
正
月
を
終
え
る

事
が
出
来
た
。

正
月
三
箇
日
の
人
出

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

予
想
の
六
十
五
万
人

よ
り
八
万
人
多
い

七
十
三
万
人
の
初
詣
参

拝
者
数
を
数
え
た
。

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
よ
：
吹
き
か
け
て
切
り
裂
き
、
「
大
麻
」
丁
あ
る
。
神
事
を
終
え
る
と
参
列
さ

り
、
神
門
前
で
年
越
し
の
大
祓
神
こ
A
て
天
・
地
・
人
形
の
罪
・
穣
れ
を
口
れ
た
小
さ
な
子
供
か
ら
年
配
の
方

事
、
続
い
て
本
殿
で
除
夜
祭
が
斎
二
威
い
清
め
た
。

□
ま
で
、
清
々
し
い
表
情
が
溢
れ
て
い

行
さ
れ
た
。
一
昨
年
に
比
べ
る
と
天
候
に
恵
ま
[
た

o

大
祓
式
は
七
月
三
十
一
日
と
丁
れ
寒
さ
が
和
ら
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
i
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
を

十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
行
わ
：
新
年
を
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
え
]
斎
行
し
今
年
一
年
戴
い
た
宗
像
大

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
年
間
：
よ
う
と
い
う
長
蛇
の
列
が
続
い
た
。

□
神
様
の
御
加
護
に
感
謝
し
、
皇
室
・

で
身
に
つ
い
た
罪
穣
を
祓
い
除
き
こ
江
年
、
大
祓
式
に
参
列
さ
れ
る
方
々
二
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
恒
久
平
和
、

清
浄
な
心
身
に
戻
す
こ
と
に
意
味
二
り
増
加
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
二
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

]
訓
塁

[
[
O
t
i
：
日
＜
[
7

< 

原
で
祓
い
除
き
清
浄
i

空

さ
れ
た
こ
と
に
発
す

る
と
い
わ
れ
、
神
話
の

時
代
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
出
来
る
。

定
刻
、
神
門
前
に

参
拝
者
が
続
々
と
詰

め
か
け
、
宮
司
以
下

奉
仕
神
職
が
参
進
、
ま

ず
葦
津
禰
宜
が
大
祓

詞
を
奏
上
、
続
い
て
参

列
者
各
人
に
配
ら
れ
た

「
切
麻
」
で
祓
い
、
続
い

て
「
祓
物
」
に
息
吹
を
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こ
J
芳
志
を
頂
き
『
開
運
大
鰤

二
鍋
』
が
本
年
も
振
舞
わ
れ
、
大

｀
局
な
ら
で
は
の
冬
の
味
覚
が

大
晦
日
、
午
後
よ
り
沖
・
中
両
一
社
頭
で
は
、
正
月
の
縁
起
物
の
二
参
拝
者
を
迎
え
た
。
―

宮
奉
賛
会
・
同
翼
賛
会
員
の
奉
仕
こ
破
魔
矢
、
熊
手
、
干
支
辰
の
一
刀
一
午
前
七
時
、
神
前
に
島
内

に
よ
り
社
殿
・
境
内
の
装
飾
、
福
み
：
彫
等
が
授
与
さ
れ
る
と
共
に
、
恒
一
外
か
ら
献
上
さ
れ
た
御
初
穂

く
じ
授
与
所
設
営
等
、
新
年
を
迎
二
例
の
「
中
津
宮
新
春
福
み
く
じ
」
が
口
や
海
の
幸
・
野
の
幸
等
が
お
ー

え
る
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
午
後
二
翼
賛
会
の
奉
仕
に
よ
り
行
わ
れ
、
言
供
え
さ
れ
、
元
旦
祭
が
斎
行
．

日
日
口
』
―□＿

一□[
日
"
[
日
い
い
且
且
二
i

年
の
祭
典
を
納
め
る
除
夜
祭
が
斎
こ
ほ
新
年
の
福
を
授
か
ろ
う
と
多
く
：
る
中
、
国
家
安
泰
と
皇
室
の
；

，
．
．
；
．
念
ノ
・
、
島
~
‘
'
,
2

行
さ
れ
た
。
二
り
参
拝
者
が
詰
め
寄
せ
た
。

□弥
栄
、
国
民
の
幸
福
が
祈
念
一
＼
＇

年
明
け
午
前
零
時
、
神
苑
に
太
一
又
、
境
内
で
は
大
島
巻
網
船
団
一
さ
れ
た
。

鼓
の
音
が
響
き
渡
る
と
、
そ
れ
を
一
の
宮
地
丸
組
・
春
日
丸
水
産
・
沖
―
二
日
、
大
島
で
は
毎
年
帰
＇

9
．

合
図
に
開
門
、
参
拝
者
は
神
前
に
」
栄
水
産
か
ら
寒
鰤
を
、
日
並
嘉
孝
：
省
者
の
多
い
正
月
二
日
に
、

進
み
、
新
玉
の
祈
り
を
捧
げ
た
。
：
氏
、
松
田
澄
江
氏
か
ら
は
野
菜
の
二
成
人
祭
・
同
年
講
厄
除
祈
願
、

9

:
犀\
[
1

汀
]
]
]
国
』
‘
な
：
成
人
の
再
会
：
話
が
弾
：
で
い
：
。
四
十
二
名
の
還
暦
奉
賽
祈
願
祭
が

9
/口
／
イ
』
こ
―
七
名
と
保
護
者
・
恩
師
等
参
列
の
一
三
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
元
始
二
盛
大
に
斎
行
さ
れ
、
祭
典
後
に
は
一

i
も
と
、
厳
か
に
成
人
祭
が
斎
行
さ
」
祭
併
せ
て
宗
像
漁
協
大
島
支
所
の
了
ノ
鳥
居
前
に
て
餅
撒
き
や
リ
ヤ
カ
ー

五
た
。
島
民
は
初
宮
、
七
五
三
、
小
丁
大
漁
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
奉
こ
に
て
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
大
い
に

一
中
学
校
入
学
・
卒
業
時
等
、
人
生
一
賛
会
・
翼
賛
会
員
並
ロ
ュ
i
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

一
の
節
目
に
お
い
て
は
、
必
ず
中
津
宮
二

5

に
漁
協
役
員
、
漁
一
今
年
の
中
津
宮

：
に
参
詣
し
奉
告
祭
を
行
っ
て
お
り
、
二
業
従
事
者
が
参
列
正
月
祭
諸
祭
典
斎

]
凛
々
し
く
成
長
し
た
新
成
人
の
姿
丁
し
、
国
の
悠
遠
の
、
》
行
に
あ
た
り
、
多

一
を
目
に
し
、
感
慨
一
入
で
あ
る
。
二
白
、
元
始
を
偲
び
、
；
一
大
な
る
ご
協
カ
・

一
そ
れ
を
前
後
し
て
、
三
十
三
オ
、
：
併
せ
て
本
年
初
頭
の
一
ご
協
賛
を
頂
き
ま

孟
四
十
一
オ
、
四
十
四
オ
の
各
々
に
こ
漁
業
繁
栄
、
航
海
安
へ
し
た
氏
子
・
崇
敬

二
厄
除
・
晴
厄
の
同
年
講
祈
願
祭
も
：
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
者
各
位
に
は
衷
心

こ
斎
行
さ
れ
、
境
内
で
は
あ
ち
ら
こ
一
又
、
八
日
に
は
今
よ
り
御
礼
申
し
上

：
ち
ら
で
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
一
年
還
暦
迎
え
る
げ
ま
す
。 ・

中1
.
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一直 た参信年た をに潔御氏を 病年謝昨をられ米の総月
年会そ゜列策はだ祭見氏斎奉が代祭息のす年御寄‘奉ご代十寒
清との し氏氏い典事子の仕奉表典災五る秋神せ氏告参．：：：さ
々し後 たに子た終iし奉上さ幣しでを穀との餌ら子祭列評日の
して‘ 氏感ム方了果幣‘れ使尾は祈豊共収iしれのがの議、厳羞皐闘 ょ胃〗下俊真嬰眉t：と野、；穣に穫 9 た皆斎下員氏し
；讐 9 胃喜晨］ [ t：腐］胃と冒摩゜無：贔し塁烹嬰凪喜よど
累ぜ爾 累篇喜る会 盗与誓
；急； 畠怠扇喜且 の祭当
：晶 9 カ、塁塁嘉畠 倫畏合
大き、カ-s tヽ甕⑰胄 ［『国
〖胃 [9 ［ ; ：胃喜犀］ [ —- \!:.ー
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ー屯ジ畠塁苫ご塁腐写
とと：口且夏］胃［〖： : 

吐注掟い通行は止
雷意と心りいれ押
をし身、ま‘笏

5／ラデ [ : ; ] 内 ] : 
忠笥れ、には で前
ば清す必 常五
な浄るす 駐
りで事海 す］
まあが中 る一

........................................................ 

のり響の一 備方大二きをずせ
音大い通太写え々祭十ま行はん
を規たり懇真まもそ七しう中゜
聞模と下芭中す大 日た事津そ

：届讐 ‘l 負答゜皐： ｛孟属麗嘉閾
と止まこぃ 潔職ノ 式鎮ヰ
は場すと、大 斎も島在な座界i §贋§ｧ : ［夏i!、i[ ［合
れは様当が 翌般さ例仕島渡
て‘にたあ 日のれぇ方しる
゜ぉ写音るり の参るばと渡前
り真がとま 渡列 さり日
、の鳴名す 島者祠五れ潔に
そ通り前。 にの地月て斎先

森
念：さ U·咸·

ヽ｀ぶ、ぶi.'"';I¥ .. 
ヘ

令

撮影年…昭和五年

国
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月りにに火建月
．を‘衝‘築二昭
ニみ文撃貴で十和
月せ化を重ぁ六二
はる財与なる日十
最°保ぇ壁法‘四
も又護た画隆世年

岱五、怠こ゜閾喜塁ニ
がの想れ損金古九
発内はをし堂の四
生で高契国で木む
し一ま機民出造一
................................................................ 

火協文以王昭や
当運力化来 和す
大動し財、化＝い

が同消地大雪目て文社を防所毎財干時
訓訓で防区社がをお化で行火有年覧年期
-·練練行団消自舞迎り財もそ訓者こ一、にで
はにわ‘防衛つぇ今防毎ぃ練‘のプ—ぁ
午参れ宗本消中た年火年る等各時』月る
前加、像部防‘゜習訓‘゜、関期と二と
九し百警、団例当—練こ 文係に定＋い
時た名察宗、年日十をの 化機各め六う
五゜以署像宗通は八行日 財関地→日事
十 上合市像り小回っに 防がでt~をで
.............................................................................................................................................................................. 

午殿 レ市放団り l 搬番務に 開に指分
前に引 l 女水第‘ス式通所火火始火定‘
十延きも性度十通をポ醍砿災災さ勢重本
時焼続行消g—報延ン 報をれ力‘要殿桑覧ぎ［ 分をばプ大絡知発だ磨文裏
閏し強だ雇；隈胄協与贄眉息息 万翡畠
区た風 ょ、境た期心衛所押た るのか
消とに る巫内宗消字消ょす巫 と本ら
防のよ バ女に像火池防りと女 の殿出
本想り ヶ．進印によ団一共が 想・火
祁定祈 ッ宗入 1肖ありは一に直 定拝、

一門で願リ像、防たホ可九社ちで殿国
........................................................................................................................................................................................................ 
催 き職ら行細器もに 防協が長署 り本にと駐サ宗
し今い員 A わ動並とて又火力挨‘長消広番祈れ車イ像
た後つ真 E れ器び全宗、訓の拶宗が火けさ願た場レ市
いもぃ剣 D たーに職像午練御‘像講活らな殿動にン消
と定ナこなを゜心 A 員地後を礼高市評動れがにき集を防

愛胃゜冒醤羮認も青篇霞霊謬塁悶斎厚ts 嘉四函緒門闘ヒ・
しし社生日象防か終を司団像後 消放置各し各，．．

ぃ講 でてもの動と本ら了行が．市、 火水ぢ隊な消；；
そ習 説ぉ四講体し部はしぃ防荒・宗 活をき‘が防
会 B月り年習外た指清た本火木谷像 動、開、統ら車
を 9- 、前会式消導明°年訓団井消 かムー制第両
開 聞全かが除火の殿 の練長市防 繰女月斉のーが

........................................................................................................................................................................................................ 

第

3
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れ堅上球もこアあで モ
なくに形なのジり‘マダ玄
ど、なでるマア、日メ叉界
に加る直もメに沖本科藻沿

] ［芦賃誓畠嘉縄互霞邑皐
こては六あは布台屋、ヤが L

［儡閏:!t〖悶白急皇 9
あや色さ種 m るとに蔓 る
る楊で一子以。や自性 嘉
゜枝甚 crn は上詩東生木
種入だ以扁,: t:南が本 に
.................................................................................................. 

あ藤椰 ダん三田 もさ子

り、畠［祠こ互贋開冒怠t且
堅の共占痘 lミ伊は三゜て毒
直嬰は邑で），畠斎ょ畠渭窟
たしがにると岬二夏［をあ
ヽ；痘竺゜共に年二も除り、

；い↑\ ; : [9 : ] ［虐］ [ : 
苓 豆も、、モ遊ズ柳にに

................................................................................................................................................................................................................ 

t [ [ t,: ] : ［皇t: : : [ ] [)汽上鬱麟
E :、[: ; :、ど喜塁閤皇月繋； ; J 暑．一

f~;i;、亙〗j: : i: :‘：ヽ亨にン、高気チ とあ和初 ろをたじも
も夕ぃ者コ 勝；四の ぅ共たもモ
なン。で l 浦：七頃 ーにめのダ
.................................................................................................................................... ~~················································ 

月凡累悶嘉だ冨虐け詈麿羞四色房計一｀ さう募悶近召
［心喜悶；目旦匂贔門： ←り召胃巴一＿一 贔［頁互：
げが にほれん燥引個水召 嬰：で先どモ、も種者ジぃ着と学う福

え、パやつどかださきは― ンあのも夕ら子とアが物--, ^ 

喜喜嘉 g予歪予与： ：菜畠腐近塁差言倫畠
嘉； ] ＄翌胃冒た皇嘉良と屡ぷご着↓贋：
ったり 事ものの仕十芝贋竺売東でナこコ店名
た。五 でつ話も入個し てる南は? 1 でを
のそ個 あとでのれほ。を、業アな←ミ人っ
............................................................................................................................................................................. 

ずが生どが屋出て察大い直ほニ ブしアててて
つらえこ巻にはきしき色すど個置口てン‘‘き

心る中る--, 蔓きであ大枯てでき入じてたい少ぐののい；ぉプそ剥た
配かとーモ、こにくのりきれいもっれめ絡°鉢 に暗うナこのぃルのけ。
す‘はと夕れ登なぼ、くてた絡くて、ま小に羞出褐ちこ塀たは門忍そ霊；関、立云忍、全云 l9 竺：蕊穏息亨四晃芝翌：学羹翠；蕊皇ば犀〖雪拡
畠字言り、信言年胄；梵畏言tさく0 k 嘉昂玄図註だ五娑ら、埜召存悶置虐森
いる越部寒むてビ内と勢は絡最゜りよ゜るらそ？ l 二い円の土せ上 L
゜ヵ、し屋をか - --,天ぃ少み初蔓、い葉がくれ出ツ十ナこたよにてに移
、きの恐え の大まがしなには蔓部も出観をてと cinら。いさ、しし

（続）

263 

い
し
い
た
だ
し
一
ー
9
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年
願

l
l
m

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

わ
が
眼
に
は
収
め
き
れ
ざ
る
花
の
紅
八
重
に
し
だ
れ
に
咲
く
苑
の
梅

一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

i
初
冬
の
庭
に
植
ゑ
た
る
シ
ク
ラ
メ
ン
ど
の
花
よ
り
も
輝
き
て
を
り

一
庭
に
咲
く
シ
ク
ラ
メ
ン
の
色
鮮
や
か
な
花
に
に
っ
こ
り
す
る
作

]
者
。
結
旬
の
輝
く
が
そ
の
ま
ま
で
は
花
の
形
容
に
合
わ
な
い
の

]
で
〈
色
輝
け
り
〉
に
。
ま
た
は
〈
輝
き
て
見
ゆ
〉
に
。

~
宗
像
市
池
田
森
龍
子

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

~
正
月
の
弾
み
つ
け
む
と
活
の
良
き
海
の
息
吐
く
鰤
と
向
き
会
ふ

「
天
孫
降
臨
」
聖
地
と
ぞ
あ
る
霧
島
の
鉾
餅
は
初
友
の
み
や
げ
の
~

~
と
て
も
元
気
の
よ
い
歌
。
作
者
は
鰤
を
正
月
用
に
買
っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
こ
し
普
通

作
者
の
一
番
詠
み
た
か
っ
た
の
は
何
か
が
分
か
る
と
良
い
。
意
i
,~

Lに
な
る
が
〈
海
の
気
を
吐
く
ご
と
き
鰤
買
ふ
〉
な
ど
と
す
る
と
分
か
り
や
す
く
な
る
。

図
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
〈
霧
島
の
鉾
餅
「
天
孫
降
臨
」
の
聖
i

L地
の
土
産
を
つ
つ
し
み
て
食
ぶ
〉
と
し
て
み
た
。

]
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

i
京
都
よ
り
新
山
口
へ
さ
し
か
か
り
帰
心
湧
く
な
り
新
幹
線
の
ぞ
み

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

i
作
者
は
山
口
の
出
身
な
の
だ
ろ
う
か
、
帰
心
が
湧
く
理
由
が
解
る
と
良
い
。
福
津

身
の
裡
に
秘
か
な
妬
心
庭
隅
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ャ
の
紅
赤
す
ぎ
る
~
ー

~
一
，
市
の
我
が
家
が
近
く
な
っ
た
と
思
う
の
な
ら
帰
心
以
外
の
表
現
が
必
要
だ
ろ
う
。

よ
く
で
き
た
歌
。
ポ
イ
ン
セ
チ
ャ
の
鮮
や
か
な
紅
色
が
嫉
妬
す
る
自
分
の
心
の
よ
~

=
-
＿
つ
で
、
思
わ
ず
赤
す
ぎ
る
と
つ
ぶ
や
く
作
者
。
三
句
は
〈
庭
隅
の
〉
が
順
当
だ
ろ
う
。
i

i
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

i
カ
ー
ド
な
ら
お
ほ
い
に
迷
ふ
八
と
九
を
値
札
に
見
れ
ば
こ
こ
ろ
が
動
く

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

~
最
近
の
広
告
の
値
段
に
は
八
や
九
が
本
当
に
多
い
、
一
桁
違
う

小
さ
き
像
五
体
を
祀
り
こ
の
札
所
「
お
お
あ
ざ
深
田
番
外
」
と
あ
り
~．

と
つ
い
心
を
動
か
し
て
し
ま
う
作
者
か
。
初
句
の
カ
ー
ド
は
、

番
外
と
い
う
の
で
、
集
落
の
は
ず
れ
の
人
け
の
無
い
場
所
だ
ろ
[~

ゲ
ー
ム
な
ら
ト
ラ
ン
プ
と
す
る
か
ゲ
ー
ム
の
名
を
。

一
う
か
、
地
名
が
効
い
て
い
る
。
で
き
れ
ば
五
体
の
像
の
種
類
（
地
i

蔵
、
神
像
な
ど
）
を
入
れ
た
い
。
静
か
な
一
首
。
~

[
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

~
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
ヘ
ヤ
ー
ピ
ン
輪
ゴ
ム
も
硬
貨
と
同
居
し
て
い
る

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

夜
半
す
ぎ
て
亡
き
母
の
夢
に
あ
ら
は
る
る
言
葉
届
か
ず
目
覚
め
て
し
ま
ふ
i

ー
作
者
の
母
を
思
う
気
持
が
よ
く
出
て
い
る
。
ニ
・
三
句
の
言
葉
の
順
序
を
か
え
上
の
]
生
活
の
中
で
歌
の
素
材
を
見
つ
け
る
事
が
上
手
な
作
者
ら
し
い

~
1
1

面
白
い
一
首
。
主
婦
の
エ
プ
ロ
ン
に
は
こ
の
よ
う
な
細
々
し
た

i
拾
い
物
が
常
に
入
っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
。

一
句
を
〈
夜
半
す
ぎ
の
夢
に
あ
ら
は
れ
し
亡
き
母
に
〉
と
す
る
と
意
が
通
り
や
す
く
な
る
。
~

~
宗
像
市
青
葉
台
山
下
奈
美

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

~
冬
の
朝
命
途
絶
え
し
愛
犬
の
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
思
い
で
残
し

朝
毎
の
天
気
予
報
を
見
る
た
び
に
遠
く
住
む
子
の
所
も
見
て
や
る
i

~
一
家
族
の
大
切
な
一
員
だ
っ
た
愛
犬
の
死
に
言
葉
も
な
い
作
者
、

朝
の
天
気
予
報
を
見
る
度
に
離
れ
住
む
子
を
思
い
や
る
作
者
に
：

共
感
す
る
。
下
の
旬
〈
子
の
住
む
遠
き
街
も
見
て
を
り
〉
と
し
て
~

Lみ
た
が
で
き
れ
ば
実
際
の
地
名
を
入
れ
た
い
。
―
パ
コ
『

[
5
~
[
[
~

」
『
[
《
い
“
口
：
り
る

0愛
犬
の
命
絶

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
~

枯
れ
つ
く
す
梅
林
の
中
の
幾
本
か
山
芋
の
ぼ
り
て
黄
葉
あ
ざ
や
か

□
ォ
コ

m

訂
|
_

冬
の
梅
の
木
々
に
巻
き
つ
い
た
山
芋
の
蔓
の
葉
が
鮮
や
か
で
印
一
小
雪
降
る
あ
し
た
纏
ひ
ぬ
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
、
マ
フ
ラ
ー
、
ブ
ー
ツ
荷
造
り
の
ご
と

・
一
象
的
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
。
初
句
は
〈
冬
枯
れ
の
〉
、
三
・
四
句
[

を
〈
幾
本
に
か
ら
む
山
芋
の
〉
と
し
た
い
。
~

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

白
土

宗
像
市
武
丸

朝
早
く
起
ん
や
外
は
霜
住

冬
が
来
て
寒
く
す
さ
ぶ
や
小
雪
か
な

小
雪
舞
う
小
供
元
気
に
走
り
な
ん

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

短
日
や
一
っ
買
ひ
足
す
間
に
暮
れ
て

を
終
え
て
も
忙
し
さ
に
陰

日
日
慌
ー
だ
し
い
正
月
三
箇
日

り
は
見
え
ず
、
職
員
の
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に
達
し
よ

う
と
す
る
頃
、
私
は
沖
ノ
島
へ
十
日
間
ご
奉
仕
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
他
の
神
職
の
羨
望
の
眼
差
し
を

感
じ
る
中
・
・
マ
沖
ノ
島
の
朝
は
、
楔
で
始
ま
り
ま

す
が
厳
寒
な
海
に
首
迄
浸
か
る
に
は
覚
悟
が
必
要

で
、
浸
か
る
瞬
間
が
一
番
身
に
堪
え
ま
す
。
喫
を
終

え
る
と
山
腹
に
あ
る
沖
津
宮
に
上
が
り
『
日
供
祭
』

を
奉
仕
し
ま
す
ァ
そ
の
後
、
私
は
時
折
瞑
想
し
ま
す
。

目
を
閉
じ
耳
を
澄
ま
し
て
み
る
と
鳥
の
囀
り
や
木
々

の
音
、
風
の
音
な
ど
し
か
聴
こ
え
な
く
な
り
、
次
第

に
心
が
落
ち
着
き
日
々
の
生
活
で
つ
い
た
心
の
汚
れ

が
洗
わ
れ
た
よ
う
な
心
持
ち
と
な
り
ま
す
マ
沖
ノ

島
で
の
生
活
自
体
が
「
瑛
』
と
云
っ
て
良
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
マ
余
談
で
す
が
、
今
回
の
勤
務
で
四
キ

ロ
ほ
ど
減
量
に
成
功
し
ま
し
た
が
、
そ
の
変
化
に
誰

も
気
付
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
松
）
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